
1990 年( 平成2 年) 8 月5 日 あ だ ち 広 報

あ だ ち 広 報

第874 号( 1)

発行/ 東京都足立区 〒120　足立区千住一丁目4- 18 ( 882) 1111　 編集/ 企画部広報課

世 帯 と人 口( 2 年. 7. 1)
世 帯　244, 976
人 口　642, 546 人

男　　326, 618 人
女　　315, 928 人

RECYCLE　PAPER
森 林資 源を 大 切に

北千住駅線路東側
ウォ一ルキャンバス25 点決まる

北千住駅東側、東武線線路沿いの壁面270a
を手作りの絵で飾ろうという、地域の皆さん
の提案で生まれたr ウォールキャンバス( 壁
画) 」計画。「私のまち」をテーマに壁画の絵
を募集したところ、椡点の応募があり、 了月10
日、「ウ ォール・クリエイト・フ ォーラム実

行委員会( 代表内藤峯夫さん) 」が審査した結
果、優秀作25点が選ばれました。今後、各グル
ープ の皆さんが高さ約180F、幅5a40F の大
きな壁画に仕上げ ていきます。今秋には、地域
の皆さん手作りの楽しい遒がお目見えします。

小学校6 年生男子の力作「未来の千佳」一一一一千 住児童館

壁面
を
飾る
区
民の
力
作

無
味
乾
燥
で
何
の
お
も
し
ろ

み
も
な
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁

を
な
ん
と
か
親
し
み
の
あ
る
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
に
利
用
で
き

な
い
か
↓

』ん
な
発
想
か
ら
区

民
手
作
り
の
絵
で
壁
面
を
飾
る

ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
ま
し
た

。

地
域
の
人
々
に
よ
る
実
行
委

員
会
が
組
織
さ
れ
、
こ
れ
に
区

や
剛
ま
ち
づ
く
り
公
社

、
町
会

・
自
治
会
、商
店
会
等
が
協
力
、

ま
ち
つ
く
り
ト
ラ
ス
ト
の
助
成

も
受
け
な
が
ら
計
画
が
進
ん
で

い
ま
す

。

今
回
の
応
募
に
は
、
ふ
学
3

年
生
か
ら
7
0
歳
を
超
え
る
お
年

寄
り
ま
で

、
幅
広
く
参
加
。
作

品
も
、
区
民
の
皆
さ
ん
の

。ま

戸

へ
の
愛
着
、
手
作
り
壁
画

へ
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る

も
の
ば
か
り
で
す
。

桧
柄
で
1

番
多
か
っ
た
の
が

。足
立
の
花
火
气

皆
さ
ん
の
心

の
中
に
、
あ
の
光
と
音
の
華
麗

な
イ
メ
ー
ジ
が

ぷ

る
さ
と
足

尹

の
景
色
と
し
て
強
く
根
付

い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す

。
そ
の
ほ
か

、
荒
川
を
中
心

と
し
た
街
並
み
や
歴
史
、
自
然

を
取
り
上
げ
た
も
の
な
ど
、
多

種
多
彩
。

「
郷
土
を
愛
し

、
夢
の
あ
る

す
ぱ
ら
し
い
作
品
ば
か
り
。
予

想
を
超
え
る
応
募
を
い
た
だ
き

す
べ
て
壁
固
に
で
き
な
い
の
が

残
念
で
す
」
と
実
行
委
員
会

。

今
後

、
選
定
さ
れ
な
か
っ
た
作

品
の
展
示
会
も
検
討
中
で
す

。

問
合
せ
先

ウ
ォ
ー
ル
キ
ャ
ン

バ
ス
事
務
局
(

坿
ま
ち
づ
く

り
公
社
都
市
景
観
デ
ザ
イ
ン

室
内

雲
8
7
0
3
7
3
0
)

P
S
A
グ
ル
ー
プ
の
作
品

ボーイスカウト足立第八団の「ぼくらのまちの自慢」

この壁面を25枚のウォー儿牛 ヤン
ノくスカヾ齡iります

子 供 た ち が
住 み よ い ま ち に
千寿第四小学校

千
寿
第
四
小
学
校
は
、「
ウ
ォ

ー
ル
キ
ャ
ン
バ
ス

」
の
趣
旨
に

贊
『

「
実
行
委
員
会
の
方
か
ら

お
話
が
あ
り
、
子
供
た
ち
も
参

加
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
運
動
と

い
う
こ
と
で
先
生
方
に
提
案
。
3

年
生
か
ら
5
年
生
を
中
心
に

学
校
を
あ
げ
て
応
募
す
る
形
に

な
り
ま
し
た

」
と
奥
村
校
長
先

弋

授
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
組

み
込
む
の
に
大
変
苦
労
し
た
そ

う
で
す

。

「
未
来
の
北
千
庄
の
イ
メ
ー

ジ
を
描
い
て
ち
ら
っ
た
ら

、
駅

に
ド
ー
ム
が
あ
っ
た
ら
い
い
、

動
物
や
自
然
が
い
っ
ぱ
い
ほ
し

い
な
ど
、
子
供
た
ち
か
ら
次
か

ら
次
へ
と
夢
の
あ
る
ア
イ
デ
ア

が
出
て
き
ま
し
た

。
紙
か
1

枚

で
は
足
り
ず
、
何
枚
も
描
く
児

童
も
い
ま
し
た

」と

、児
童
の
発

想
の
豊
か
さ
を
改
め
て

確
認
す

る
こ
と
も
で
き
た
そ
う
で
す
。

y
U

を
超
え
る
壁
画
な
の

で

、
製
作
す
る
場
所
や
時
間
、

メ
ン
バ
ー
な
ど
を
決
め
る
の
に

こ
れ
か
ら
が
大
変
で
す

。
こ
れ

が
第
一
歩
と
な
り
、
子
供
た
ち

の
庄
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
が

進
む
こ
と
を
順
っ
て
い
ま
す
」

と
先
生
方
は
ぶ
オ
ー
ル
キ
ャ

ン
バ
ス
"
へ
の
夢
と
期
待
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

壁画になる千寿第四小の「足立の花火」

お話をお聞きした左 から奥山校長、鈴木、
平塚、栗山の各先生

光
で
彩
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

天
・
地
・
人
の
壁
画

北
千
住
駅
東
西
自
由
地
下
道

狹
く
て
老
朽
化
し
た
地
下

道
を
安
全
で
快
適
な
空
間
に

し
よ
う
と
、
区
が
東
武
鉄
道

と
J
R
の
協
力
を
得
て
進
め

て
い
る
北
千
庄
駅
東
西
自
由

地
下
道
の
砿
幅
整
備
。

全
長
約
7
0气

現
在
の
通

路
幅
4
.
5じ
を
7
.
5じ
に
広
げ
、

ゆ
と
り
と
安
全
性
を
確
保
。

あ
わ
せ
て
壁
面
等
を
美
し
い

光
で
屑
出
し
、
魅
力
的
な
空

間
に
変
え
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

今
回
、
こ
の
壁
面
を
飾
る

絵
や
全
体
の

デ
ザ
イ
ン
が

決
ま
り
ま
し

た
。壁

画
は
、

地
下
道
を
通

る
人
々
が
学

習
性
や
想
像

性
が
感
じ
ら

れ
る
物
を
テ

ー
マ
に
通
路

の
両
壁
面
を

天
・
地
・
人

の
幾
何
学
図

形
で
演
出
。

天
は
星
座
、

地
は
ア
ン
モ

ナ
イ
ト
や
歴

史
性
の
あ
る
建
造
物
、
人
は

男
女
の
人
体
図
で
す
。

歩
行
者
側
(
北
側
)
壁
面

の
絵
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
美

し
く
強
調
。
通
路
空
間
の
天

井

、壁
、床
な
ど
全
体
の
構
成

イ
メ
ー
ジ
も
、
や
さ
し
さ
を

基
調
に
間
接
照
明
を
多
用

、

壁
材
や
色
調
も
あ
く
ま
で
ソ

フ
ト
に
ま
と
め
ま
し
た

。

ま
た

、
歩
行
者
通
路
と
自

転
車
通
路
の
境
も
光
で

表

示

。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

魅
力
を
生
か
し
た
夢
の
あ
る

通
路
と
な
る
予
定
で
す
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
壁
画
が

彩
る
美
し
い
通
路
に
な
り
ま
す

お聞 か せ くだ さ い

高齢化問題への意見

だ
れ
も
が
老
い
を
迎
え
ま

す
。
家
族
と
と
も
に
暮
ら
し
、

い
つ
ま
で
も
健
康
で
豊
か
な
人

生
を
送
り
た
い
と
だ
れ
も
が
願

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
急
速

に
進
む
高
齢
化
社
会
は
、
避
け

て
通
れ
な
い
厳
し
い
現
実
や
即

題
を
私
た
ち
に
投
げ
か
け
て
い

ま
す
。

U
月
2
5日
号
の
「
あ
だ
ち
広

報

」で
は
、こ
の
高
齢
化
問
題

に
焦
点
を
当
て
、
特
集
を
組
む

予
定
で
す
。

発
行
を
前
に
皆
さ
ん
の
嵩

齢
化
間
芦

へ
の
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す

。

お
年
寄
り
の
間
題
で
の
悩
み

や
不
安
、
家
族
や
地
域
で
の
取

り
組
み
、行
政
へ
の
要
望

、ど
ん

な
意
見
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法
(

ガ
キ
ま
た
は
封

書
投
稿
期
限
8

月
2
0
日

投
稿
・
問
合
せ

先

本
庁
舎

(
不
住
)
・
広
報
課
「
高
齢

化
特
集

」
担
当
(

〒
1
2
0千
住

1
-
4
1
1
8

霓
W
1
1
1
　
1

㈹
)

● あたち広報は、毎月5 日、15日、25日に発行します
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く ら しの

情
報

本庁舎( 千住) へのお問い合わせは…

882- 1111( 代)
本庁舎 以 外への お問い 合 わせ は
それ ぞれの 電話 番号( 緑 色) へ 。

道
路
・
住
ま
い

道
路
は
み
ん
な
の
財
産
で
す

道
路
を
守
る
月
間

8
月
は
名

路
を
守
る
月
間
」

で
す

。

こ

れ
は

、
道
路
を
見
つ
め
な

お
す
と
と
も
に

、
道
路
を
安
全

で
快
適
な
環
境
に
保
ち

、
広
く

美
し
く
利
用
す
る
こ
と
を
推
進

す
る
た
め
の
も
の
で
す

。

道
づ
く
り
　
次
の
世

代
へ
　
か
け
る
橋

i

路
を
守
る
月
間
一
の
今

年
の
標
語
で
す

。

通
勤

、
通
学

、
買
い
物

、
そ

し
て

散
策
と
日
常
生
活
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い

、
大
切
な
も

の
で

あ
る
道
路

。
毎
日
な
に
げ

な
く
便
利
に
使
っ
て
い
る
道
路

が
、心
な
い
人
た
ち
に
よ

う
て

、

そ
の
機
能
を
損
な
わ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
か
あ
り
ま
す

。

私
た
ち
の
心
が
け
で

、
次
の

世

代
へ
の
か
け

橋
と

な
る
よ

う
、
道
略
の
正
し
い
使
用
を
お

願
い
し
ま
す

。

道
路

使
用

に
は

許
可
が
必
要

道
路
は

、
通
行
す
る
た
め
の

施
設
で
す

。
ほ
か
の
目
的
で
使

用
す
る
こ
と
は

、
原
川
と
し
て

・
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

。
た
だ
し

、

通
行
の
支
障
と
な
ら
な
い
場
合

に
限
り

、
区
や
番
察
の
許
可
を

得
る
こ
と
で

、
便
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す

。

や
む
を
刄
す

、
道
路
を
陵
用

す
る
場
台
は

、
亊
前
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

▽
中
央
友
町

庁
舎

・

路
政
課
(
　
勁
5
2
3
1
)

▽
千
佳
番
桑
署
(

　
8
7
9
0
1
1
0
)

、
西
新
井
番
桑
署
(
　
8
5
2
0
1
1
0
)

、峻
瀬
警
察
署
(

　
叨
0
1
1
0
)

各
交
通
裂

「
隅
切
り
奨
励
金
」
制
度
を
新
設

細
街
路
整
備
助
成
事
業

□
道
路
状
況
の
問
題
点

区
内
の
道
路
は
、十
分
に
整

似
さ
れ
な
い
ま
ま
、急
激
な
祁

市
化
を
迎
え
た
た
め
、嵋
4
メ
ー
ト
ル

禾
満
の
も
の
が

た
く
さ
ん
あ

り

、
そ
の
距

離
は

、
約
鑽
冫
と

に
も
及
び
ま
す
。

ま
ち
の
財
産
で
あ
る
生
活
道

絡
が
狹
い
と

、「
消
防
眼

、
救
急

皿

等
の
緊
急
皿
両

が
通
れ
な

い
」
と
い
っ
た
安
全
上
や

、『
風

通
し
が
悪
い
≒
日
が
あ
た
ら
な

い

』
と
い
っ
た
居
住
環
境
上
な

ど

、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
か

起
こ

り
ま
す

。

□
道
路
の
拡
幅
・
新
般
整
備
費

な
ど
を
助
成

区
で
は

、
こ
れ
ら
の
閃
題
の

対
策
と
し
て

、
道
路
の
整
備
を

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
と
と
ら
え
、
足
立
区
紐
街

路
整
備
助
成
条
例
を
制
定
(
昭

和
印

年
9
月
)
し
ま
し
た

。

こ
の
条
例
に
基
つ
い
て
、
。幄

1
メ
ー
ト
ル
以
上
6
か
以
ド
の
範
囲

で

、
拡
糊
・
新
設
か
必
嬰

な
路

線
(
細
街
略
計
図
図
)
を
指
定
。

こ

の
指
定
路
線

に
沿
っ
て
建

築
、
開
発
行
為
を
す
る
鳴
<
:口
'区

と
屈
主
が
塵
爾
方
法
等
に
つ
い

て

協
議
し
、
拡
幅
・
葡
設
整
鰤
費

等
を
区
が
助
虞
し
て
い
ま

す
。

□
「
隅
切
り
奨
励
金

」
制
度

細
衝
路
整
備
助
成
事
業
に
、
6

月
2
7
日
か
ら
「
隅
切
り
奨
励

金
」
制
度
が
、
新
た
に
加
わ
り

ま
し
た
。

こ
の
制
慶
は
、
耙
街
路
整
嘴

計
踟
図
に
指
定
さ
れ
て
い
る
路

線
に
面
し
た
角
取
地
を
対
象
と

し
ま
す
。
朿
京
都
建
築
安
全
条

例
第
2

条
に
よ
り
、
建
築
制
限

を
受
け
る
隅
切
り
部
分
を
道
路

と
し
て

整
備
し
た
場
合
に
、
道

路
整
儕
賢
用
に
加
え

、「
叫
切
り

奨
励
金
」
湎
1
)

を
支
給
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

紐
街
路
計
画
図
で

桁
定
さ
れ

た
路
線
に
沿
っ
て
建
築
初
等
を

建
て
る
塲
合
は
、
建
築
億
認
申

爵
の
前
に
、
そ
れ
以
外
の
場
合

は

、
塵
儔
柵
手
前
に
、
そ
れ
ぞ

れ
申
誚
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問

合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)
・
ま
ち
づ
く
り
課

表1　「隅切り奨励金」の内容

整備前

整備後

▲ 「隅切り」施工前

▲ 「隅 切 り 」 施 工 後

み

ど
り

個
人
苗
木
プ
レ
ゼ
ン
ト

区
で
は
、
暮
ら
し
の
な
か
の

ぶ

ど
P

を
ふ
や
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
苗
木
を
個
人
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

苗
木
の
種
類
ク
チ
ナ
シ
(
高

さ
1
0
セ
ン
チ
)
、
サ
ザ
ン
カ
(
高
さ

9
0二

、
リ
ン
ゴ
(
高
さ
釦
二

配
布
日
程
・
会
場

宍
2
の
と

お
り

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、

住
所
、
氏
名
、電
話
番
号
、
希

望
の
苗
木
(
1

人
2

本
ま

で
)
、
配
布
会
場
、
「
個
人
苗

木
配
布
希
望
」
と
明
記

申
込
期
限
9

月
1
0
日
消
印
有

効
申
込
・

問
合
せ

先

太
庁
舎

♀

僅
)
・
緑
化
係

表2　 個人配布

※ 配 布 時 間　 正 午 ～ 午 後3 時

表3　 誕生・新築記念樹

※配布時間　午前10時～正午

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
・
新
築
の
記
念
に

お
子
さ
ん
の
誕
生
、
新
築
の

記
忿
樹
を
弯
て
ま
せ
ん
か

。

□
誕

生
記
念
樹

対
象

平
庇
2
年
5

月
以

降
に

子
ど
も
が
生
ま
れ
、
引
き
続

き
区
内
に
住
ん
で
い
る
方

苗
木
の
種
類
紅
梅
、
キ
ン
モ

ク
セ
イ
、
サ
ザ
ン
カ
、
八
堕

桜
、
柿
(
い
ず
れ
も
高
さ
9
0

セ
ン
チ
)

配
布
本
数
1

人
1

本

申
込
方
法

所
定
の
(

ガ
キ
に

保
護
者
の

住
所
、
氏
名
、
電

銛
番
9

、
子
ど
も
の
名
前
、

生
年
月
日
、
希
望
の
苗
木
、

「
挺
生
記
念
樹
希
望
一と
明
記

□
新
築
記
念
樹

対
象
5
月
以
降
に
剳
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
の
敷
地
に

、
新
築
ま
た

は

増
改
築
し
た
方

苗
木
の
種
類

玉
ツ
ゲ
(

高
さ
3
0

竺

配
布
本
数
1

人
1

本

申
込
方
法

所
定
の
(

ガ
キ
に

住
所

、
氏
名

、
電
話
番
9

、

新
築
場
所

、
年
月
日

、「
新
簗

記
念
樹
希
望
」
と
叨
記

配
布
日
程
・
会
場

表
3
の
と

お
りい

ず
れ
も

申
込
期
限
9

月
1
0
日
消
印
有

効
申
込
・

問
合
せ
先

木
庁
舎

♀

住
)

・
緑
化
係 年

金

ご
存
じ
で
す
か

保
険
料
の
免
除
制
度

国
民
甲
瘋
の
保
険
料
を
納
め

な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
と

、
将

釆

、
年
金
か
受
け
ら

れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す

。

経
済
的
な
亊
哺
や

傷
跼
な
ど

の
理
由
で

、
保
険
料
を
岡
め
る

こ
と
か
で
き
な
い
方
に
は

、
保

険

料
の

免
除
制
度
が
あ

り
ま

す
。

手
続
方
法

国
民
年
金
課
(

巾

央
本
町
了
き

ま
た
は

、
お

近
く
の
区
民
亊
務
所
へ
印
か

ん
と
国
民

年
金
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先

中
火
木
町
庁
合
・

保
険
料
係

　
8
8
0
5
1
6
1

提
出
し
て
く
だ
さ
い

老
齢
福
祉
年
金
定
時
届

8
月
は

、
老
齢
福
祉
年
金
を

受
け
て
い
る
方
が
定
時
届
を
提

出
す
る
月
で
す

。

こ
の
届
け
は

、
今
後
の
老
齡

福
祉
年
金
が
そ
け
ら
れ
る
か
ど

ぅ
か
を
決
め
る

、
大
切
な
子
続

き
で

す
。8

月
の
年
金
の

支
払

い
を
受
け
た
ら
(
8

月
1
3日
か

ら
支
払
い
)
す
ぐ
に

、
麟
民
年

金
証
番
を
添
え
て
定
時
屆
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い

。

な
お

、
老
齢
福
祉
年
金
の
本

人
所
得
制
限

額
か

、8
月
か
ら

表
4
の

と
お
り

改
正

さ
れ
ま

す
。

提
出
期
限
8

月
3
1日

提
出
・
問
合
せ
先

巾
央
本
町

庁
舎
・
国
民
年
金
屎
給
付
係

靦
5
1
6
5

表4　 老齢福祉年金本人所得制限限度額

福

祉

戦
後
、
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
地
域
で

強
制

抑

留

さ
れ

た

方

へ

慰
労
品
・
慰
労
金
の
支
給

甲
和
祈
念
駟
業
特
別
基
金
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き

、
戦

後

。
ソ
遵
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
の

地
域
で
強
制
抑
S
さ
れ

、
日
本

に
婦
愚
し
た

方
ま
た
は
そ
の
遺

族
に
慰
労
品
(
書
状
・
銀
杯
)

を
贈
呈
し
ま
す

。

さ
ら
に

、
こ
れ
ら
の
方
々
の

う
ち
年
金
恩
給
等
を
受
給
し
て

い
な
い
方
に
は
慰
方
金
1
0万
円
(
2

年
償
還
の
記
名
国
賢
)
を
支

給
し
て
い
ま
す

。ま
た

、強
制
抑

田
中
に
死
亡
さ
れ
た
方
(

帰
還

途
上
死
亡
さ
れ
た
方
も
含
む
)

の
遺
族
に
も
慰
労
品
(

書
状
・

銀
杯
)
を
贈
呈
し
て
い
ま
す

。

請
求
方
法

請
求
書
類
を
平
和

祈
念
事
業
特
別
基
金
・
菓
務

第
二
課
(

〒
1
1
2文
京
区
大
塚
5
-
3
-

口

あ
て

に
送
付

請
求
書
類
交
付
場
所

太
庁
合
(

千
住
)
・
民
生
篋

問
合
せ
先

平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
・
業
務
第
二
課
(

　

脱
4
7
0
3
)

、ま
た
は
本
庁

舎
♀

住
)
・
民
生
係

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
の
提
出
を

児
蔵
扶
養
手
当

、
特
別
児
童

扶
餐
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は

、8
月
1
3
日
か
ら
9

月
1
0日

ま
で

に

、
現
況
届
の
提
出
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

。

現
況
届
を
提

出
し
ま
せ
ん

と

、
こ

れ
か
ら
の
手
当
の
支
給

か
停
止
さ
れ
ま
す
の
で

、
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い

。

な
お

、
促
出
期
間
に
つ
い
て

は

、8
月
初
め
に
送
る

「
お
知

ら
せ
」
に
指
足
さ
れ
て
い
ま
す

の
で

、
な
る
べ
く
そ
の
期
間
内

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

太
庁
舎

♀

邑

・
児
莖
助
成
佩

障害者手当( 国制度)

の 定 例 払 月 で す

今
月
は
特
別
阻
害
者
手
当

、

障
害
児
福
祉
手
当

、
福
祉
手
当
(

経
過
措
匱
分
)
の
定
刪
払
月

で
す
。1
0
日
こ
ろ
屈
け
出
の
預

金
囗
座
に
手
当
を
振
り
込
み
ま

す

。
預
金
通
帳
と
印
か
ん
を
持

う
て
金
融
機
関
で
支
払
い
を
受

け
て
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

本
斤
舎
(

千
住
)

・
璋
害
福
祉
係

生
活
環
境

上
手
に
使
お
う

ホ
イ
ル
と
ラ
ッ
プ

食
品
の
保
存
や
輝
理
に
便
利

な
ア
ル
ミ

ホ
イ

ル
や
ラ
ッ
プ

は

、
使
う
と
き
に
ち
ょ
つ
と
し

た
心
配
り
が
必
要
で
す

。

□
酸
性
や
塩
分
に
弱
い
ア

ル
ミ

酢
の
物

、
漬
初

、つ
く
だ
煮

、

み
そ
滴
な
ど
の
酸
性
や
塩
分
の

多
い

食
品
は

、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

を
溶
か
し
ま
す

。

こ
の
よ
う
な
食
品
を
長
い
時

聞

、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で
直
接
く

る
む
こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う

。

□
ラ
ッ
プ
は

。
電
子
レ
ン
ジ
に

ご
注
意

電
子
レ
ン
ジ
内
で
は

。
水
分

の
多
い
食
品
は
川
9
を
超
え
ま

せ
ん
が

、
油
分
や
糖
分
が
多
い

と
川
度
以
上
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

ラ

ッ
プ
は

、
耐
熱
盈
度
を
超

え
る
と
溶
け
出
す
お
そ
れ
か
あ

り
ま
す

。
油
分
や
糖
分
の
多
い

食
品
は
深
鉢
に
い
れ

、

ラ
ッ
プ
が
つ
か
な
い
よ

う
に
し
た
り

、
耐
熱
用

ガ
ラ
ス
な
ど
を
僅
う
ほ

う
が
よ
い
で
し
ょ
う

。

□
表
示
を
よ
く
見
て

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
や
ラ

ッ
プ
の
包
装
箱
に
は

、

表
5
の
よ
う
に

、
材
賢

名
と
耐
熱
脳
度

、
注
意

事
項
等
が
書
か
れ
て
い

ま
す

。
よ
く
読
ん
で
上

手
に
お

使
い
く

だ
さ

い

。

《

衛
生
試
験
所
》

表5　 表 示 例
品 名　食品包装用ラップフィルム
原 材 科 名　ポリ塩化ビニリデン

添 加 物 名　脂肪破誘導体( 柔軟剤)

エポキシ化植物沺( 安定剤)

耐 熱 温 度　140度
使用上の注意　油性の強い食品を直接包んで電

子レンジに入れないでください

ペ
ッ
ト
を
飼
う
ま
え
に
(
2
)

正
し
い
猫
の
飼
い
方

猫
を
飼
う
ま
え
の
心
が
ま
え

と
し
て

、
猷
医
師
の
立
場
か
ら

お
話
し
ま
す

。
第
一
に
必
要
な

こ
と
は

、
自
分
の
ペ
ッ
ト
に
資

任
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で

す
。

生
き
初
は
良
い
と
き
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん

。
隣
の

盆
駁

を
こ

わ
し
た
り

、
交
通
事
故
で

璽
傷
を
負
っ
た
り
し
ま
す

。
ま

た

、
子
供
が
猫
に
あ
き
た
ら

、

吸
は
親
が
め
ん
ど
う
を
見
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん

。
ペ
ッ
ト
も

家
腰
の
一
頤

、
と
い
う
心
か
ま

え
が
咀
苟
で

す

。

次
に

、
神
経
質
で
環
境
の
変

化
に
敏
感
な

、
猫
の
習
畦
を
理

解
す
る
こ
と
で

す
。
猫
に
は
大

き
く
分
け
て
「
飼
い
猫
」と

「
の

ら
猫
」
が
い
ま
す
。
の
ら
猫
の

子
は
性

格
が
き
つ

い
の
が
多

く

、
初
め
て
飼
う
と
き
は

、
素

性
の

わ
か
る
飼
い
猫
の
子
を
も

ら
う
の
か
よ
い
で
し
ょ
う

。

洋
猫
は
気
位
か
高
く
て
衣
情

も
少
な
く

、
日

本
晒
に
比
べ
身

勝
手
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
こ

と
も

、
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん

。

す
べ
て
の
人
が
勳
物
好
き
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

。

ま
わ
り
に
迅
惑
を
か
け
な
い
た

め
に
も
、
避
妊
・
去
勢
手

節
を

す
る
こ
と
か
必
要
で
す

、
人
と

描
が
共
同
生
活
を
う
ま
く
送
る

た
め
に
は

、
お
互
い
が
ま
ん
し

な
け

れ
ば
な
ら
な
い
部
分

が
あ

り
ま

す
。

何
よ
り

、
飼
い
主
が
き
ち
ん

と
責
任
を
持
っ
て
描
を
飼
う
こ

と
が
大
切
で
す

。

《
足
立
区
獣
医
師
会

、
衛
生

部
業
務
課
》

健

康

ご
参
加
く
だ
さ
い
「
お
っ
ぱ
い
の
会
」

耻
乳
で
子
育
て
中
の
マ
マ

、

み
乳
で
な
い
け
ど
余
し
く
子
育

て
し
た
い
方

、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い

。
赤
ち
ゃ
ん
と
I

緒
に

ど
ぅ
そ

。

日
時
8

月
2
8日
(
さ

、
午
後

2
時
I
3
時
3
0分

場
所

足
立
保
健
所

費
用

無
料

申
込
方
法

当
日
缸
接
会
珊
へ

問
合
せ
先

足
立
保
健
所

8
5
5
4
1
5
1

ご
利
用
く
だ
さ
い
　
訪
問
看
護
指
導

現
在
、
区
で
は
寝
た
き
り
の

方
を
対
象
に

、
訪
鬩
矜
護
指
4

を
行
つ
て
い
ま
す
の
で

、
ご
利

用
く
だ
さ
い

。

対
象

在
宅
で
4
0
歳
以
上
の
穫

た
き
り
の
方

、
ま
た
は
こ
れ

に
凖
す
る
方
の
い
る
冢
庭

指
導
内
容

冢
庭
に
お
け

る
爾

餮
方
法

、
看
護
方
法

、
機
能

訓
練
方
法

、家
族
へ
の
支
援

、

諸
制
度
の
活
用
方
法

訪
問
回
数

お
お
む
ね
月
1
回

申
込
・
問
合
せ
先

各
保
健
所

・
保
健
相
詼
所

が
ん
ば
る

〝
駐
車
問
題
懇
談

会
〟

竹
の
曜

、綾
瀬
地
区
で
は

、

適
法
駐
申
を
な
く
す
た
め

、

町
会
自
冶
会
と
商
店
会
な
ど

で
組
嗽
し
て
い
る

、
駐
申
問

題
懇
鮫
会
が
活
躍
し
て
い
ま

す

。両
地
区
は

、
竹
ノ
塚
駅

、

綾
瀬
駅
を
抱
え

、
慢
性
的
な

遼
法
露
巾
や
迅
惑
駐
車
に
悩

ま
さ
れ
て
い
ま
す

。

そ
こ
で
区
民
の

皆
さ
ん
か

安
心
し
て
散
策
や
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
を
楽
し
め
る
よ
う

、
駐

停
車
し
て
い
る
自
動
車
に
ス

テ
ッ
カ
ー
を
は
っ
た
り
、
道

行
く
人
た
ち
に
チ
ラ
シ
を
配

る
な
ど
、
熱
心
に

啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す

。
道
路
は

み
ん
な
の
財
産
、
正
し
く
哽

い
ま
し
ょ
う
、
と

。

駐停車している自動車にステッカ
ーをはって車の移動を呼びかける

みんなの健康 足 立 保 健 所 　855- 4151千 住 保 健 所 　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所 　880- 5351

1
0
月
1
日
は
国
勢
調
査
!

今
を
知
っ
て
未
来
に
生
か
す

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

部
落
差
別
と

そ
の
他
の
差
別

わ
が
国
は

、
経
済
的
に
め

ざ
ま
し
い
発
展
を
と

げ
、
社

会
的
に
も
、
民
主
的
、
平
和

的
、
文
化
的
な
国
家
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
国
民
の

一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
の
生

活
を
見
つ
め
た
と
き
、
そ
の

こ
と
を
素
直
に
認
め
る
こ
と

の
で
き
な
い
問
題
を
か
か
え

て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま

す
。私

た
ち
は

、
健
康
で
文
化

的
な
生
活
を
し
た
い
と
い
う

願
い
を
痔
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
誰
に
で
も
共
通

す
る

人
間
と
し
て
当
然
の
願
い
で

あ
り
、
憲
法
で
も
職
業
選
択

の

自
甫
、
等
し
く
教
腎
を
受

け
る
権
利
、
婚
姻
の
自
由
な

ど
と
同
じ
よ
う
に
基
本
的
人

権
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
人
権
は
、
河
び
と

も
侵
す
こ
と
が
で
き
な
い

永

久
の

権
利
と
し
て
、
国
民
に

保
障
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
世
の

中

に
は

、
ま
だ
根
強
く
、
い
ろ

い
ろ

な
差
別
か
残
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
れ
は
、
部
落
差
別
、

学
歴

に
よ
る
差
別

、
職
某
や

貧
富
に
よ
る
差
別
な
ど
、
柱

金
的
に
不
公
正
な
こ
と
か
ら

で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
は

、
本
庁
舎

♀

住
)
・
同
和
対
策
坦
当

へ
。

写
真
で
た
ど
る

足
立
た
い
む
と
ら
べ
る

ゆ た かな 流 れ の綾 瀬川

戦後間もない 昭和22・23年ごろ

小
型
の
船
が
、
豊
か
な
流
れ

を
た
た
え
た
綾
瀬
川
を
、
花
畑

方
面
へ

さ
か
の
ぼ
っ
て
い

ま

す
。
ま
だ
木
適
の
都
立
江
北
高

校
(
旧
制
府
立
1
1
巾
)
の
た
た

す
ま
い
は
、
ど
ぅ
し
り
と
落
ち

薇
い
た
も
の
で
す
。

「
川
岸
に
腰
か
け
、
川
で
と

れ
る

ゴ
カ
イ
を
え

さ
に

す
る

と
、
コ

イ
や
フ
ナ
、
ウ
ナ
ギ
が

釣
れ
ま
し
た
。
高
校
の
水
泳
部

も
こ

こ

で

練

習

し

た
ん

で

す

よ

」
と

、

当
時

を

ふ
り

返

る

奥

田
先

生

。
川

の

水

位

の
還

い

か

ら

、
地

盤

沈
下

し

て

い
る

こ

と

が
わ

か

る

と
の

こ

と
で

す

。

コ

ン

ク
リ

ー
ト

の

直
立

護
9

の
間

を

流

れ
る

。

汚

れ
て

し

ま

っ

た
崚

瀬

川

。

き

れ

い
で

豊

か

な

流
れ

へ

の
再

生

を

願

わ
ず

に

は
い

ら

れ

ま
せ

ん

。

(写

真
提

供

…
都

立

江

北

高
校
)

昔の写真を募集します
このコーナーに提供していただける昔の写真がありましたら
ご連絡ください。連絡先　本庁舎・広報課 　882- 11l l ㈹

掲
示
板

□
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試

験
中
学
校
卒
業
と
同
等
の

資

格
が
得
ら
れ
る
認
定
試
験
で

す

。

対
象

罵
気
な
と
や
む
を
辱

な
い
理
由
で

、
就
学
猶
予

ま
た
は
免
除
さ
れ
た
方
等

で

、
義
筋
教
竒
を
修
了
で

き
な
か

う
た
方

試
験
日
1
1

月
9
日
(

金
)

試
験
場

都
立
中
央
図
書
鴕

試
験
料
目

国
語

、
扛
会

、

奴
学
、
理
科
、
外
国
語
(
英

・語
ま
た
は
ド
イ
ツ
語

、
フ

ラ
ン
ス
語
)

願
書
受
付
期
間
8

月
6
日

～
9
月
5
日

顧
書
受
付
場
所

都
・
教
弯

庁
義
務
教
育
心
身
璋
害
教

孵
課

間
合
せ
先

都
・
教
竒
庁
義

務
教
育
心
身
障
害
較
肓
課

小
中
学
校
係
(

　
m
5
1
1
1

㈹
)
、ま
た
は
区
・
本

庁
舎
・
学
亊
第
一
係
(

き
8
8
2
-
1
1
1

㈹
)

□
夏
期
資
金
の
融
資

国
民
金
融
公
吻
で
は
現
在

亊
業
者
を
対
敏
に
夏
期
ポ
ー

ナ
ス
資
金
、
仕
入
資
金
等
を

融
賢
し
て
い
ま
す
。

融
資
額
3

千
M
万
円
以
内
(

設
偉
資
金
は
8
千
7
0
0万

円
以
内
)

返
済
期
間

必
嬰
に
心
じ
て

相
談

利
率

年
7
.
6
%

問
合
せ
先

国
民
金
融
公
嗜

千
住
支
店
融
資
第
1

謀

　
朏
6
1
7
5

□
「
マ
ー
サ
・
グ
ラ
ハ
ム
舞

踊
団
公
演
」
都
民
無
料
招
待

日
時
1
0

月
2
7日
(
土
)
、
午

後
1

時
3
0分
(
プ
ロ
グ
ラ

ム
A
)

お
よ
び
午
後
6

時
3
0

分
(

プ
ロ
グ
ラ
ム
B
)

場
所

断

宿
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

対
象

都
内
在
庄
・
在
匐
・

在
学
の
方

内
容

マ
ブ
ロ
グ
ラ
ム
A

…

夜
の
詠
唱
、
迷
宮
へ
の
使

者
な
ど

▽
ブ
ロ
グ
ラ
ム
B

…
月
の
誘
惑
、
エ
ロ
ーナ

イ
ア
ー
ド
な
ど

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に

希
望
の
公
演
(

ブ
ロ
グ
ラ

ム
A

ま
た
は
B

の
い
ず
れ

か
)
。
庄
所

、氏

名
T

通

に
2

人
ま
で
)

を
記
入

※
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
申
込
者

の
あ
て
先
を
記
入

。
申
込
者

多
数
の
場
合
は
抽
選

。

申
込
期
限
8

月
2
5
日
消
印

有
効

申
込
・
問
合
せ
先

帶
柬
京

都
文
化
振
輿
会

「
マ

ー
サ

ー
グ
ラ
ハ
ム
」
佩

孚

囹

港
区
白
金
台
5
-
1
8
j
9

白
金
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
5
階

　
掲
0
0
5
1
)

ひ
ろ

ば
※
先
着
順
で

、I
団

体
I
S

業

、3
ヵ
月

問
再
掲
敬
不
可

。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
硬
式
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
①
足
立
レ
ー
ア
イ
ス
(
区

内
在
住
・
在
勤
の
1
8
歳
以
上

の
女
性
)
/
9
月
1
0
・
H
日

(
予
備
1
7
日
)
、午
前
9
時
I

午
後
6
時
/
―
組
2
千
円

(
2
)
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
(
区

内
在
住
・
在
励
)
/
9

月
2
3

日
(
予
備
3
0日
)
、
午
肋
9
時
I

午
後
9

時
/

―
岨
3
千
円
/

と
も
に
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン

タ
ー
、
ほ
か
/

往
復
ハ
ガ

キ
に
住
所
、氏
名
、畦
別
、
年

齢
、
職
業
(
学
校
名
)
、
参
加

種
目
を
記
入
/

①
8
月
1
5日

②
8

月
2
0
日
必
柵
/

浦

中
(

〒
1
2
1竹
の
塚
4
1
3

『
1
2
5
1

嶌

　
捌
5
5
3
6

』

☆
第
1
回
青
少
年
バ
ト
ン
コ

ン
テ
ス
ト
&

日
米
バ
ト
ン
講

習
会
8

月
2
0日
、
午
前
1
0

蒔
I
正

午
(
コ
ン
テ
ス
ト
)
、

午
後
1
時
～
3

時
3
0分
(

講

習
会
)
/

見
学
無
料
/

入
谷

帛
・
粟
島
小
等
1
8チ
ー
ム
/

ハ
ワ
イ

大
掌
か
ら
の
ゲ
ス
ト

演
技
披
露
/

野
口

　
詞
8

=
募

集
=

☆
ヨ
ー
ガ
(
シ
ャ
ン
テ
の
会
)
　

毎
週
木
曜
日

、
午
後
2
時

～
3

時
3
0
分
/
興
本
セ
ン
タ

ー
/
入
会
金
千
円

、
月
碩
2

千
円
/

高
林

　
s
3
1
4

犲
剣
道
会
員
(
錬
心
含

毎

週

木
曠
日
…
午
後
7

時
3
0

分
、
日
噌
日
…
午
前
1
0時
/

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
/

月
額
千
掴
円
/

初
心
者
歓
迎
/

山
本

　
凶
1
9
1
9

☆
リ
ズ
ミ
ッ
ク

ー
カ
ン
フ
ー

艷
浜

毎
週
火
曜
日
、
午
唆
7

時
3
0
分
1
9

時
/
入
会
金

千
円
、
月
額
3
千
嗔
円
/

三

浦

　
M
4
7
3
4
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め
ん
ど
う
な
本
探
し

よ
り
早
く
、簡
単
に

利
用
者
図
書
検
索
シ
ス
テ
ム
始
ま
る

区内 全図書館

い
ま
ま
で
、
図
書
館
で
目
的

の
本
を
探
す
場
合
、
図
書
目
録

カ
ー
ド
を
1
枚
1
枚
め
く
っ
て

探
す
方
法
が
と
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
膨
大
な

量
の
カ
ー
ド
の
中
か
ら
自
分
の

読
み
た
い
本
を
探
す
に
は
、
か

な
り
の
手
間
が
か
か
っ
て
い
ま

し
た
。

今
回
、
7
月
か
ら
区
が
開
発

ス
タ
ー
ト
し
た
シ
ス
テ
ム
は
。

利
用
者
が
自
分
で
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
端
末
機
を
操
作
し
て
本
を

探
す
も
の
。
区
内
全
図
書
館
が

所
蔵
す
る
川
万
冊
に
お
よ
ぶ
全

書
籍
の
デ
ー
タ
を
、
区
内
1
6の

全
図
書
館
に
設
置
し
た
端
末
機

か
ら
探
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

著
者
名
か
ら
も

探

せ

ま

す

本
の
名
前
、
著
者
の
名
前
、

図
書
の
分
類
、
こ
の
い
ず
れ
で

も
探
す
こ
と
が
で
き
、
そ
の
本

が
ど
の
図
書
館
に
あ
る
の
か
、

ま
た
、
貸
出
中
か
ど
う
か
も
す

ぐ
わ
か
り
ま
す
。

画
面
を
指
先
で

軽
く
タ
ッ
チ
の

か
ん
た
ん
操
作

実
際
に
探
す
と
き
の
端
末
機

操
作
は
、
画
面
の
質
問
に
指
で

ふ
れ
て
答
え
て
い
く
画
面
タ
ッ

チ
方
式
で
、
こ
の
検
索
シ
ス
テ

ム
は
、都
内
で
初
め
て
の
も
の
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ワ
ー
プ
ロ
を

使
っ
た
こ
と
の
な
い
人
で
も
、

す
ぐ
に
便
い
こ
な
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
現
在
ど
の
本
を
だ
れ

が
読
ん
で
い
る
か
な
ど
、
個
人

情
報
を
保
護
す
る
た
め
、
検
索

内
容
な
ど
は
一
切
記
録
し
ま
せ

ん
。皆

さ
ん
も
、
ぜ
ひ
お
近
く
の

図
書
館
へ
お
出
か
け
に
な
り
、

実
際
に
一
度
操
作
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
図
書
館

豊
川
4
6
4
6

画面に指でふれるだけで本探し

16ミリ映写機
操作講習会

日
時
9
月
5
日
～
口
日
(
8
　

・
9
日
除
く
)
の
7
日
間
、

午
後
6
時
～
8
時
3
0
分

場
所

青
年
セ
ン
タ
ー

対
象
1
6
歳
以
上
の
区
内
在

僅
、
在
動
で
全
日
程
受
講
可

能
な
方

定
員
4
2
人
(
に
募
多
数
の
場

合
抽
選
)

費
用

無
料

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所

、
氏
名

、年
齢
、
職
業
(
勤

務
先
)
、
電
話
番
号

、「1
6ミ

リ
講
習
会
応
募
」
と
明
記

申
込
期
限
8

月
2
0日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

中
央
図
書

館
(

〒
1
2
3足
皀
区
梅
田
7
j
　
1
3
-
1

豊
川
4
6
4
6
)

情 報 コ ー ナ ー

「ザ・祭展」開催
中

祭ばやしを聞きに行こう
郷土博物館では、江戸の四宿の一

つとしての伝統を持つ千住の「祭」の
姿を探るF ザ・祭展」を開催中です。
この展示にちなみ、千佳四丁目は

やし会の皆さんに、かつての祭の姿
を再現し て、山車(だし) の上で祭ば
やしを演奏していただきます。
展示には、千住地区の祭はんてん20
数枚を集めるなど、夏休みの自由

研究の題材も盛りだくさん。ぜひ、
おいでください。

実演日時8 月12日( 日) 、午前H 時　
と午後2 時( 2 回)

展示期間9 月9 日( 印 まで( 月曜　
日休館)

開館時間午前9時～午後5時( 入　
館4 時30分まで)

入館料 じ>大人… 200円 小・中　
学生‥・100円 し団体〔20人以上〕　
‥・各半額
場所・問合せ先 翅土博物館 大谷　
田5 ―20―l 0620 ―9393

お父さ んと子供で料理にチャレンジ

夏休み
父と 子の料理教室

料理 は 、お 母 さ んだけ の 仕 事で は
あ り ませ ん。 い つも は仕 事 に忙 し い

お 父さ ん 、お 子 さん とい っし ょ に 料
理づ く り にチ ャレ ン ジし て みま せ ん
カy

日時8月25日( 二t二) 、午前10時～午　
唆2 時

対 象 区内 在 住・在動・在 学 の方 で、

小学3 年生から中学生までのお子
さんといっしょに参力囗できる方

定員20 組( 応募多数の場合抽選)
費用 無料(ただし材料費実費負担)
申込方法 往復ハガキに住所、父親
と子供の氏名、父親の年齢、子供の
学年、父親の職業、電話番号、希望
理由、「父と子の料理教室」と明記

申込期限8 月15日必着
場所・申込・問合せ先 婦人総合セ
ンタ ー 〒123 梅田7 ―33―1 工
ル・ソフィア内0880 ―5222

第43回
区民体育大会参加者募集

バスケットボール
日時9 月2 ・9 ・16・23日、午
前9 時

場所 総合スポーツセンターほか
参加資格 区内在住・在勤・在学
の方

競技方法 男女別ト ーナメント
参加費1 チーム5, 000円
申込方法 所定の用紙 に男女 の
別、チーム名、代表者の氏名、
住所、電話番号を明記

申込期限8 月9 日必着
抽選会8 月10日、午後6 時30分
中央本町センター

代表者会議8 月24日、午後6 時
30分、総合スポーツセンタ ー(参
加チームは必ず出席)

申込・問合せ先 バスケットボー
ル連盟事務局・同出川 〒120　
足立4 ―39―22スポーツデイト
内c886 ―2420

手製のハガキで
手 紙を 出 そう
紙すき 体験教室

古くから足立では、地すき紙が
地元の産業として行われていまし
た。郷土博物館では、これにちな
んで、自分たちの手で紙をすき八
ガキをつくる教室を開きます。皆
さんも手製のハガ キでだれかに手
紙を出してみませんか。夏休みの
宿題にも最適です。
日時8月25日( 二t ) 、午後2時～　
1 時

対象 小学3 年生以上で区内 在住　
・在学・在勤の力

定員20 人( 抽選3
参加費用 無料
申 込方法 往復ハガキに住所、氏
名。年齢、電話番号を明記( 1　
人1 枚)

申込期限8 月15日必着
場所・申込・問合せ先 郷土博物館
〒120大谷田5 ―20―1

0620 ―9393

中 央 図 書 館
臨時休館のお知らせ

電気・給排水・内装工事のため次
のとおり休館し ます( この間、図書

の特別整理を行います) 。
期間8月31日～11月9日
なお、フィルム・ライブラリーの

休みは9月5日～10月1日です。
問合せ先 中央図書館

0840 ―4646

シネサロン・パート3

ス タ ー・ウ ォ ー ズ

3 部作を一挙に上映
日時[ >8 月23日… r スター・ウ
ォーズ1 じー・24日… 「スター・
ウォーズ帝国の逆襲」25 日
… 「スター・ウォーズジェダイ
の復讐」いずれも午後6 時30分

定員100 人( 整理券は8 月5 日か
ら窓口で配布)

費用 無料
場所・問合せ先 青年センター

0890 ―0061

青年センター・ビデオコンサート

永井真理子
ミラク ル・ガール・ツアー' 89
熱気あふれるコンサートを大画

面でお楽しみください。
日時8 月15日( 水)、午後7 時
定員80 人( 整理券を8 月5 日か
ら窓口で配布)

場所・問合せ先 青年センター
0890 ―0061

おさらい教室
生徒募集

豊富な知識をもった教育経験者
が小学1～4年生を対象に「おさ
らい」を中心とし た基礎的な学習
を指導します。9 月からの生徒を
次のとおり募集し ます。なお。定
員になりしだい締め切り ます。
□ 西保木間教室
日時毎週水・金曜日、午後2時　～

5 時30分( 各学年1 時間)
場所 シルバー人材センター 西
保木間1 ―8 ―2

□ 関原教室
日時毎週火・木曜日、午唆2時　～

5 時30分( 各学年1 時間)
場所 橘幼稚園 関原3- 47- 11　-

いずれも一
募集人員 若干名
科目 国語、算数
費用4, 000F月～5, 500円
申込・問合せ先 足立区シルバー
人材センタ ー0859 ―2561

社会体育指導者養成 区民スポーツ大学
日時・会場・内容 下表のとおり
対象18 歳以上の区内在住・在勤の
方

定員100 人( 応募多数の場合抽選)
受講料 無料( 教材眥は実費負担)
申込方法 往復ハガキに住所、氏名、

生年月日、性別、電話番9 、職業
を明記

申込期限8 月20日必着
申込・問合せ先 本庁舎( 千住) ・体
育振興係 〒120千住1 ―4 ―18　
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区民スポ ーツ大学日程・内容


